
よく「あした何が起きるかわから

ないから」と心配する人がいるけど、

半分はわかってるんだよね。つまり、

いつも何か起こるとすれば悪いこと

だと決めてか

かってる。で

しょ!?

今年５月の

連休以降、す

ずき産地では

スタッフのト

モちゃんが出

勤せず、基本

的には１人で一

連の田んぼ作業をこなしています。

お知らせしたとおり突然、伊藤さん

が養鶏からリタイアしてしまい、そ

ちらの管理も重なるし、ますます仕

事は追いつかなくなりました。

作付け予定の田んぼは20カ所

（45まい）で総面積は370ａほど。

例年どおり完全無農薬で、田植えを

するそばから雑草が発芽し、育って

しまいます。抑草機をくふうしてみ

たものの、じっさいに利用が追いつ

かず、その改良の時間がとれませ

ん。アイガモを放飼するにも、田の

周囲に網や柵をめぐらすよゆうもあ

りません。

やはり神も仏もありゃしない。春

には予想だにしなかった危機に立ち

いたってしまいました。と、弱音を

吐いてしまえばそれまでのことなん

だけど・・・

ふ と思い

ついて試して

み た の が 、

左の写真。植

え て一週間

ほ どの 田ん

ぼですが、真

ん中においた

カゴの中に、ア

イガモ（成鳥）を１羽入れて、外に

２羽を放してみたのです。とくに田

を網で囲ったりはしませんでした。

目論見どおり、

放したアイガ

モたちは他へ

行くことなく、

仲間が囚われ

ている？田ん

ぼで働いてく

れるではありま

せんか。放す

時期が早ければ、成鳥なら10aに２

羽もいれば抑草には十分で、幼鳥で

も10羽まではいりません。

この方式を、これまでの

ところ８カ所、計160ａほど

の田で採用しています。失

敗は一カ所だけで、カゴを

田の周囲の土手沿いに置いたとこ

ろ、一夜にして野犬？に襲われてし

まいました。それ以外は、後で報告

する天の助け

ともあいまって、

そこそこ雑草

対策はできて

いるように見え

ます。

と、省力的

にアイガモを

利用できる見

通しが立ったころに、いわき市で有

機農業に取り組んでいる仲間から電

話が入りました。もう田んぼには雑

草がなくなったので、働き終えたア

イガモはいりませんか、と。さっそ

く成鳥・幼鳥あわせて20羽ほどを

ゆずってもらってきました。

ね、「世の中、なにが起こるかわ

からない」でしょ。座右の銘“行き

当たりバッチリ”に確信を深めるきょ

うこのごろです。（つづく）

完熟とまと

たまねぎ

にんじん

おかひじき

べんり菜またはニラ

きゅうり（カブ）

いんげん

だいこん
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キュウリは栽培面積が小さ

く、本数がそろわないのです

が、鈴木サトさんに無理をさ

せました。もちろん無農薬で

す。露地栽培で、成りはじまっ

たところで、曲がっていても

とてもおいしいと思います。

うちで孵化したヒナは、卵を

抱えてた成鶏をカゴに入れて、

田んぼの真ん中に。やはり網な

しで、うまくいってるみたい。

一仕事を終え、もらわれてきたアイガモたち。

周囲に網を張る代わりに、オトリを置いてみた。


